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は じ め に 

 市場流通において、卸売業者とともに中心的な役割を担っている

仲卸業者の経営は、顧客である専門小売店の減少、人口構成の変化

に伴う消費者ニーズの多様化、流通チャネルの多元化など、生鮮食

料品等の流通を取り巻く急速な変化の中で、厳しさが増しています。 

 本書は、令和３年の貸借対照表や損益計算書を含む事業報告書の

集計を行うことにより、仲卸業者の現状を明らかにすることを目的

に作成しました。 

 本書が仲卸業者のみなさんの経営改善や経営基盤強化への主体的

な取組に活用されることを期待しています。 

 

   令和５年３月 

             東京都中央卸売市場 事業部 業務課 
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( ）䠍 ᑐ ㇟ㄪ

ἲ ῧ ◌༺ ࿌ ᥦሗே◌ ௰ ฟ ᑐの 業者で、事業 及びその ・ ㈨ の があったものを と㇟

した。

なお、２䞃ᖺ の比較に䜘 ◌ ᥦ๓ ฟᖺって・ ド を行っている㈨ については、 に された

࿌ ࿌ ᥦሗ ሗ๓ ฟᑐ ᖺ事業 と 比しており、 に事業 が されていなかった分につい

ては ・ 明 と表♧ し䛂 䛃 た。

ཧ
䠘 䠚⪃

䝃ン䝥䝹数

䝃ン䝥䝹 全 体

ἲ ே◌ ಶ ே◌ 合 ィ

合 ィ 861  918   25 943

水 産 物 508  526 25 551

青 果 物 291  323 0 323

花 き 38  45 0 45

食 肉 24  24 0 24

ἲ（２） 方ㄪ

༺ ࿌ᥦ ሗ௧ ௰ ௧ฟᖺ ᖺ・ ４ ９ までに された 業者の事業 （ ・ ３ 䠍 䠍 か䜙௧

ᖺ・ ３ 䠍２ ３䠍 までに ・⤊ した事業 に㛫 ・ る䜟
ཎ ◌๎もの）をもとに、・ 業・ ィ

ṇಟ➼に き し ィ し䛵 㞟ᇶ た。

ᶫ ⴱただし、豊洲、大田、足立、 、世田谷、北足立、 すの各市場には他市場の

༺௰ 業者の支店があり、それ䜙は本店の属する市場で ィ してい㞟 る。

ἲ（３） ィ 方㞟

ᖹ実数・比⋡ とも加㔜 ᆒ Ꮠ（各業者の数 を合算して業者数で割った数値）に䜘り算

ฟ した。
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（４）  区分 【５ データ編（２）経営分析表における品目区分】

水産物については、各市場別及び取扱品目別とした。品目区分は豊洲市場の場

合は、鮮魚、大物、特種物、海老、蛸、北洋冷凍、煉製品、合物、塩干物の９区分と

した。各区分にまたがった取扱いを行っているものは、最も高い割合の取扱品に属

する区分に入れた。

豊洲市場においては、全般的に専業化の度合が高く、品目区分も比較的明瞭で

あるが、他市場では取扱品が総合化する傾向があり、明確な区分は難しい。この

ため、それぞれの市場の特殊性を勘案し、足立市場は、鮮魚、大物、特種物、塩

干・加工品類の４区分、大田市場は、鮮魚・大物・特種物と冷凍・塩干・加工品類を

別区分として２区分とした。なお、各市場とも佃煮は取扱量が少ないため、塩干物

に含めた。

青果物については、各市場別及び取扱品目別とし、野菜、果実の区分に加え、野

菜・果実の双方を取扱い、かつ、いずれの割合も３０％を超える業者を野菜・果実

の区分とし、３区分とした。ただし、経営分析表の市場ごとの内訳については、世田

谷市場、北足立市場及び多摩ニュータウン市場は業者数が少ないため、区分ごと

の表記は行っていない。

花き及び食肉については、品目の区分は設けていない。

（５） 留意事項

支店の決算数値が本店決算に合算されているため、本店の属する市場の諸数値

は必ずしも当該市場全体の特性を表していない。
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